


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一物一価の法則から 『 cZr22＊研 血 のl2-jrl2＊＿
Cir2,＊の１１－几11＊￣
であり，Jevonsの交換方程式が導出される。
Jevonsの交換方程式によって表される交換均衡は，（Ｖｉ助)，
(｢/Eβ)，（IC）および（LI）を満足する。一物一価の法則より，ひ*＝
,*であるから，
，*･妬ゴーzﾉ*･jri≦zﾉ*･jri*＝，*･兀沖≦，*･のｉ
が得られ，Jevonsの交換均衡は，*･jrj≦が．のjを満足する。したがって，
Jevonsの交換方程式によって表される交換均衡は，
(ん）jrj*は{ｊｒｉＥＸｆｌが.xi≦，*･のりのうえでひを最大にする
(ﾉ１８）x'*＋jr2*≦の
１６６
を満足する。この均衡は，Walrasの交換経済の均衡と同一である。
５－２Mengerの交換価値理論
Menger（[20]，第４章）の交換理論は’２人の個人が牛と馬の２財
について同一の加法的効用関数をもち，個人’は６頭の牛と1頭の馬を
所有し，個人２は１頭の牛と６頭の馬を所有する交換経済に基づいてい
る。したがって，Mengerの交換経済は
Ｃ＝（(Ｘ,，Ｕ,(jr1,,％,2)），（Ｘ2,Ｕ２(jr2l，x22)），（(の'''０)，
（0,の22))）
によって記述される。ただし，Mengerの効用関数は加法的であり，
Ｕｉ(jr)＝ＺｈＵｈ(ハ）によって表現される。また，各個人の消費（jr1１，
％,2）（x2,,jr22）は資源の制約
（jrl,＋，r2,,％12＋妬22)≦(の'11の22）
を満足する。
Mengerの経済においては，各個人の各財の効用関数が同一で，資源
の配分は対称であるから，交換比率は1対１になる。そこで，Menger
は，対，の交換比率で交換するときの均衡を求めている。
「しかし，交換量が『少なすぎて』既存の関係を開拓しても最大
の利益を引き出すことがない場合や，交換量が『多すぎて』同じ結
果をもたらすばかりでなく，しばしば２人の交換者の経済状態を悪
化させさえする場合を観察するならば，所与の関係を開拓して得ら
れる経済的利益が最大に至り，その状態を越えてさらに交換をすす
めると非経済的になるような限界点が存在しなければならない
（[20]，ppl61-162)｡」
Menger（[20]，ppl65-167）は次のような交換過程を考えている。
個人のそれぞれの財に対する評価は，ある消費に対するそれぞれの財の
限界効用の比すなわち限界代替率によって表される。個人ｊの消費
(妬i,*,jri2*）における限界代替率MRSi(jri,*,兀i2*）を
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Ｍｓｗｌｗ)一帯-鑑(篝総
－〃`,(jri,*）
￣〃i2(jrt2*）
によって表す。CU1l＝の22＞の21＝①'2であるから，資源配分（(の'1,の'2)，
(の2,,の22)）における各個人の限界代替率は，
MRS'(の'1,の'2)＜Ｚ＜MRS2(①21,CU22）
である。MRSI(CUI,,(u'2)＜Ｉは，個人ｌにとって消費（の1,,①'2）にお
いては財２の方が財１より限界効用が大きく，財１を手放し財２を手に
入れる交換をすることによってより大きな効用を得ることができること
を意味している。Ｚ＜川?S2(の2,,の22）は，個人２にとって消費（の2,,
の22）においては財１の方が財２より限界効用が大きく，財２を手放し
財１を手に入れる交換をすることによってより大きな効用を得ることが
できることを意味している。
こうして個人１と個人２の間の交換は，個人ｌにとっては几１，は減少
し妬'2は増大するように，個人２にとってはjr2lは増大しX22は減少する
ように行なわれるから，MRS'(jrll,jr12）は連続的に大きくなり，MRS２
("2,鍬,x22*）は連続的に小さくなる(13)。したがって，均衡においては
ノWBS1(jrl,*,苑'2*)＝Ｉ＝MRS2(妬2,*,jr22*）
が成立する。Mengerはこの交換均衡の条件について次のように述べて
いる。
「『この限界は，２人の交換者のうち第１交換者が，第２交換者
が自由に利用できる他方の財よりも第１交換者にとって小さい価値
をもつ財の量をもたなくて，同時に第２交換者が２つの財の量を逆
に評価しているときに達成される』（[20]，ppl67-168)」
Mengerの交換均衡の条件は，交換者の間で個人的価値が等しいこと
について述べているから，Mengerの交換均衡は
〃1,(jrl,*)＿Zﾉ,＊＿〃2,(几2,*）(ＭｌＯ 〃'2(苑'2*)－２ﾉ2*￣〃22(jr22*）
１６８
を満足する。また，交換の方法から，Mengerの交換均衡は
兀'2＊＿ひ1＊＿の２２－％22＊(Ｍ8） ①l1-jrl,*￣万百丁_￣ﾗﾋﾞ平~￣
を満足する。
したがって，Mengerの交換理論は，交換経済
〃＝（(Ｘ1,Ｕ'(jr1,,％12))，（Ｘ2,Ｕ２(苑2,,jr22))，（(の1,,0)，
（0,(Ｕ22))）
およびこの交換経済の均衡
〃１，(妬1,*）＿ｚﾉ,＊＿〃2,(妬2,*）(Ｍ１/） 〃'2(x'2*）￣Ｚﾉ2＊－〃22(兀22*）
妬'2＊＿Ｕ１＊＿の２２－％22＊(１Ｍβ） の1,-％1,*￣-7-ラビ平一
を満足する消費および交換価値（jr*,ひ*）によって記述される。明らか
に，Mengerの交換理論はJevonsの交換理論と本質的に同一の理論構
造であり，交換価値は評価均衡に基づいて定義されている。
５－３価値理論の流れにおける交換価値の定義
われわれは，Turgot,Condillac，JevonsおよびMengerの交換理論
は，本質的に同一の理論構造をもち，交換価値あるいは価格は交換経済
(Ｘ‘,Ｓ`,ひ,のi）の評価均衡，すべてのに{１，…,I}について，
(VEα）x`*は{兀仁Ｘ‘｜ひ*･妬`≦zﾉ*．z(ﾉﾘのうえでひを最大にする
(J/Eβ）丑兀i*≦の
および所得制約条件，すべてのに(I,…,I}について，
(ＶＥγ），*･jri*≦が．のｉ
によって定義されることを示した。価値は財の評価であり，価格は財の
交換比率であると考えれば，評価均衡は個人間で個人的価値が等しいこ
とを意味しているから，評価均衡によって定義される財の評価は交換価
値と呼ぶべきであろう。
したがって，個人的価値，価値，交換価値および価格という概念は次
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のように整理することができる。まず，個人的価値は個人経済の均衡消
費において決定される財の評価である。また，価値はたとえばDebreu
([4]，６．４，(1)）の厚生経済学の第２基本定理において決定される財の
評価である。個人的価値は，評価均衡（Malinvaud［18]，pplO7-
110;Debreu［4]，ｐ93）において個人間で等しくなる。したがって，
交換価値は評価均衡において決定される財の評価であり，交換条件を満
たすものである。さらに，価格はWalras均衡（Debreu［4]，第５章）
において決定される財の相対的交換比率である。
６結びにかえて
われわれは，大陸の素朴な効用理論の構造は，限界効用理論の構造と
同一であり，したがって素朴な効用理論は限界効用理論の先駆であるこ
と，また，価値理論の展開にしたがって価値理論に基づく交換価値と価
格理論に基づく価格概念は異なることを指摘した。これらの指摘によっ
て，いくつかの洞察が得られる。
第１に，明らかに大陸においても一貫した経済理論の歴史が存在する。
たとえば，価値理論の流れに属すGaliani,Turgot,Condillac,Menger
およびWieserの理論は本質的に同一の理論構造に帰属させることがで
きる（川俣［12］；［13])。
したがって，第２に，限界革命はＫｕｈｎ［15］の意味での科学革命の
意味をもたない。素朴な効用理論と限界効用理論は前者が限界条件によ
る価値の特徴づけであり，後者が最大化問題による価値の特徴づけであ
るという相違は存在するが，それらの理論構造は同一である。したがっ
て，一方の理論の定理は必ず他方の理論から導出される。したがって，
素朴な効用理論と限界効用理論には，経験的命題に関する相違は存在し
ない。したがって，素朴な効用理論から限界効用理論への理論の展開は
Kuhnの意味での通常科学の発展を意味するもので，科学革命ではない。
１７０
第３に，Jaff§［9］も指摘しているように，理論構造の相違にしたが
って学派を特徴づけることができる。ただし，学派の特徴と理論構造は
1対１に対応するとはかぎらない（川俣［13])。
)王
TurgotはGalianiの価値理論に次のように言及している。
「われわれはまだ商業が生じることも考えていないし，２人を集
めてもいないが，価値の一般理論を含むより深遠な正しさをもち，
１つのより新しい理論に達している。Galiani師が２０年前にかれの
概論『貨幣についてｊにおいて十分な明確さと活力をもって，しか
しすべての価値の共通の尺度は人間であると述べながらほとんど発
展させずに述べているのはこの事実である（[31]，ｐ88)｡」
Turgotは価値の相対性について次のように述べている。
「われわれは単一の品物だけに資力を与える人を考える。かれは
その品物を無差別に求めるか，避けるか，放置する。はじめの場合
には，かれはたしかIここの品物を求める動機をもつ。かれは，それ
がかれの快楽に適していると判断する。かれはそれを『よい」と思
い，この相対的なよさは絶対的に「価値』とよばれる。しかし，こ
の『価値』は他の『価値」と決して比較されないから，決して測定
できないであろうし，『価値のある」ものは，決して評価されない
であろう（[31]，ｐ85)｡」
財の指標はサブスクリプトによって表す。
個人の指標はスーパースクリプトによって表す。
Condillacは，経済学の目的について次のように述べている。
「科学の目的は，まさに，すべての解決すべき問題のように，既
知与件と未知数としてもつ問題である。経済科学においては，既知
与件はわれわれがいくつかの方法でまさに豊かさを獲得するために
知っている手段であり，未知数は，すべての方法で豊かさを獲得す
るために見出ださなければならない手段である。そして，その問題
が解決できるならば，われわれが未知数を知ることができるのは既
知与件によってである（[2]，ｐ,21)｡」
Condillacの主張の正確な内容は明らかではないが，かれの言明は
(1)
(２）
（３）
（４）
(５）
(６）
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交換均衡を含む一般均衡においては国民総生産は最大化されることを
意味していると解釈される。この命題は実際に正しい（熊谷［15]’
第１９章)。
（７）EKauder（[11]，第６章)，Ｐ・DGreonewegen（[6］，pl96；
［7]，ｐｐ､129-130)およびＭ､NRothbard（[24]，ｐｐ､67-68）は，素
朴な効用理論を限界効用理論と同一視することに賛成していない。
（８）基本概念，派生概念などに関する古典的な公理系に関する考え方は
Shoenfield（[28]，第１章）を参照されたい。
（９）Ａ・WalrasはCondillacの効用という概念の暖昧さについて次のよ
うに指摘している。
「しかし，Condillacは，『効用が同じであるならばｊと述べて
いるときには，かれ自身の考えを理解していなかったことに気づか
なかった。この「同じ効用」という表現は，意味を二様に解釈でき
る表現であり，２つの意味を表している。効用はその性質あるいは
その方がよければ，その強さあるいは必要を満足させるあるいは'快
楽を手に入れさせる効用の能力であると考えられる。効用はまたそ
の合計あるいはその量すなわち有用なものの数あるいは供給の大き
さであると考えられる。また，同じままの効用について語るときに
は，人が効用はその性質あるいはその強さに関しては変化しないこ
とを理解しているか否か，あるいはそこで有用なものの合計は何ら
変化を受けないことを理解しているか否かについて述べるよう気を
つける必要がある。Condillacはこの相違に注意していない（[32]，
pp335-336)｡」
(10）Turgotの理論は，価値を相対的に考えているから，Condillacの
理論より一般的である。しかし，Turgotの理論はここで定式化され
た素朴な効用理論から導出されるから，この素朴な効用理論の定式化
はCondillacの理論の定式化であり，Turgotの理論とも矛盾しない。
(11）Jevonsの交換経済はTurgotやCondillacの交換経済と同一であ
る。実際原文においては，Jevonsの交換経済は，α,６，％,ｙｅＲに対
して
ノー（(Ｘ1,Ｕ'(ｊｒ１ｌ,jr12))，（Ｘ2,Ｕ２(jr2l,〃22))，（(の1,,①'2)，
（の2,,の22))）
＝（(Ｒ+2,Ｕｌ(α－％,ｙ))，（Ｒ+2,Ｕ２(妬,６－y))，（α’０)，（0,6)）
である。
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(12）一物一価の法則は，本来ある種の裁定を表すもので，われわれの解
釈以外にも適当な解釈がありうる。
(１３）単純化のために個人の指標を省略する。所与の価格体系ｐｅＲ２およ
び資源のｅＲ２に対して，消費jreR2が所得制約，．‘r＝,･のを満足す
るならば，効用関数Ｕ(jr）：Ｒ２一尺ただし〃ん＝0Ｕ/肱h＞０，〃んん＝
０２Ｕ/砒施2＜Ｏによって定義される限界代替率
」MRS(…)-差(鰐）
は妬,が減少したがってjr2が増大するにしたがって大きくなる。
実際，消費jr＝(妬１，兆2）は，●妬＝，､のを満足するから，苑2はjrlの関
数として考えることができる。また，CjhU2/ロム､＝￣(p'/，2）である。し
たがって，効用関数をjrlによって微分することによって
辺=辺十m･処=…会〔Zr，ar1ajr2QKr1
が得られる。したがって，
ＭＲＳ＝辺＝△－－Ｌ､-2【ＬＬ〃２Ａ〃２ＣＺｒｌ
である。また，
ｃＺＭＲＳ =念幽璽豊(…会)+壼仏+灘露(会)圏｝
=念(…+…会)<０
伽，
であるから，限界代替率はjr1が減少したがってjr2が増大するにした
がって大きくなる。
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